【　心のバリアフリー教室実施プログラム　】
―ステップ２　交流教室①―
■学習の目標「気づく」
自分と違った視点に気づき、人によって困り事やサポートの仕方が違うことを体感する
■時間割　　　
・〇月〇日（〇）（授業は４５分）
※〇時〇分学校に到着予定
	
	クラス
	担任

	２時間目
9:40～10:25
	　１組
　
	Ａ先生

	３時間目
10:45～11:30
	　２組
　
	Ｂ先生

	４時間目
11:35～12:20
	　３組
　
	Ｃ先生


・〇月〇日（〇）（授業は４５分）
※〇時〇分学校に到着予定
	
	クラス
	担任

	２時間目
9:40～10:25
	　４組
　
	Ｄ先生

	３時間目
10:45～11:30
	　５組
　
	Ｅ先生

	４時間目
11:35～12:20
	　６組
　
	Ｆ先生


■実施場所
・特別棟
■持ち物
・実施プログラム・・・・・・・・・１０枚　　※協力者で忘れた方がいた場合の予備
・名札　　　　　　　　　・・・・・人数分　　※子どもたちと名前で呼び合い距離を近くする工夫
・ぞうきん　　　　　　　・・・・・１枚　　　※学校に入る際、車いすの車輪を拭くため
・デジカメ（記録する場合）・・・・・１台
・ビデオカメラ（記録する場合）・・・１台
・三脚（記録する場合）・・・・・・・１脚
■プログラム概要
１クラスを６班に分け、８人程度の班を編成（障がい当事者１人、児童６人、司会進行１人）し、以下を班ごとに実施
	プログラム
	内容
	役割り

	自己紹介等
【3分】
	＜自己紹介＞
司会進行→児童→障がい当事者の順に自己紹介。好きなこと等を交えながらアイスブレイク。
＜前回の概要＞
①歩行体験、②グループワーク
＜前回学んだこと＞
「人に違いがあるのは当然。困ってしまう場面も人それぞれ。困っていそうな人がいた時は声をかけてみよう。」
＜今回の目的＞
実際に障がいのある人に会って、どんな生活をして、どんなことに困っていてどういう風に声をかけたら良いのかに気づく。
自分の想像と実際とのギャップに気づく。
	【司会進行】
全体の口火を切る。
＜自己紹介＞の後は、＜前回の概要＞や＜前回学んだこと＞＜今回の目的＞を児童に説明し、児童が授業へ臨む姿勢や気持ちを整える。

	障がい当事者との対話①
【15分】
	＜障がい当事者からの話＞
・自分の障がい、毎日の生活、趣味について
・まちにでかけて楽しいこと、困ってしまうこと
・こんなことをしてもらうとうれしいこと
＜児童からの質問＞
・話の途中でも質問を可とする
・質問が少ない又はでない場合は司会進行が促す
＜必要に応じて教室外での体験を交える＞
・手洗い場、トイレ、階段、スロープ等
※気づいたことは、学習カードステップ２➀に記入する
	【当事者】
中心となり自身の話をする。
話が一方通行にならないよう、途中、児童の質問を挟みながら進める。
【司会進行】
質問が少ない、または出ない場合は児童の質問を促す。（または司会進行が質問も可）

	障がい当事者との対話②【20分】
	＜宿題の発表＞
学習カードステップ１の①で考えた、障がい当事者と同じ障がい特性の人が街中で困る場面、どんな声かけをして、自分ならどうするかを順番に発表する。発表に対して、障がい当事者から一言コメント。

＜交流教室２回目に向けた準備＞
２回目に向けた情報収集とともに障がいの理解を深める。
障がい当事者が好きなこと、苦手なこと、得意なこと、やってみたいことなどを聞ききながら学習カードステップ２の②に記入する。
具体的な遊びが児童から例示されたら、その遊びで障がい当事者が困りそうな場面等を皆で考える。


	【司会進行】
順番に宿題の発表を促す。困ってしまう場面について障がい当事者の場合はどうかコメントを求める。
【当事者】
自分の場合ならどうか等をコメントする。
【司会進行】
交流教室２回目の概要を説明し、学習カードステップ２の①、②の設問を元に児童から質問を促す。
【当事者】
児童からの質問に答える。
質問が出ない場合には、やってみたい遊びや苦手だった遊び等を話し、ヒントを与える。

	学習カードの記入

【5分】
	＜学習カードの記入＞
ステップ２の①の後半（自分にできそうなこと）と③（できそうな遊び）を記入。
	【司会進行】
学習カードの記入を説明し、促す。
記入しながらでも当事者への質問は可。

	振り返り
【2分】


	＜今日の振り返り＞
自分と違った視点に気づき、人によって困り事やサポートの仕方が違うことを体感できたか。
※困ってしまう場面は、障がいのあるなしに関係ない。学校やおうちの中でも困っていそうな人がいた時には声かけをかけてみよう。
＜２回目の授業の案内・終了のあいさつ＞
「今日の話や体験を踏まえて、○○さんと一緒に楽しむ遊びを考えてきてね！」
	【司会進行】
児童・当事者から感想を求めながら、今日の振り返りを行う。
２回目の授業の案内を行い、終了のあいさつで授業を終える。



■班編成
・２０２４年〇月〇日（〇）
	
	１班
（視覚）
	２班
（視覚）
	３班
（聴覚）
	４班
（聴覚）
	５班
（肢体）
	６班
（肢体）

	階数
実施場所
	２階
理科室
	２階
算数教室
	３階
視聴覚室
	３階
音楽室
	１階
図工室
	１階
家庭科室

	障がい当事者
	○○
	○○
	○○
	○○
	○○
	○○

	司会進行
	▲１
	▲２
	▲３
	▲４
	▲５
	▲６


※●●はフリー（記録係）
※車いす（12台・社協より貸与）は、家庭科室にある
・２０２４年〇月〇日（〇）
	
	１班
（視覚）
	２班
（視覚）
	３班
（聴覚）
	４班
（聴覚）
	５班
（肢体）
	６班
（肢体）

	階数
実施場所
	２階
理科室
	２階
算数教室
	３階
視聴覚室
	３階
音楽室
	１階
図工室
	１階
家庭科室

	障がい当事者
	●●
	●●
	●●
	●●
	●●
	●●

	司会進行
	▲１
	▲２
	▲３
	▲４
	▲５
	▲６


※●●はフリー（記録係）
※車いす（12台・社協より貸与）は、家庭科室にある
実際に障がいのある方に会って、


どんなことに困っていて、どのように声を掛けたらよいかを念頭に授業を進める





普段の何気ない生活の中でも


自分と違った視点があることに気づく





障がいの種類や程度により困り事は、


ひとぞれぞれ違うことを実感





人（相手）を知る。


障がい特性でできるできないを決めつけない。





自分と違った視点と人により困り事が


違うことを体感できたか
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